
セルロース系高耐候性木材用塗料の拡大生産に向けた技術開発

開発・実証内容

令和７年度補正 木質系新素材の開発加速化対策
木質系
新素材

実施主体：【代表】（国研）森林研究･整備機構
【共同】玄々化学工業（株）

 スギチップや市販セルロース繊維を原料とする塗料向けの
FCFの調整法を確立し、屋外環境に長期間耐える木材
用塗料を開発することにより、建物外構等における木材
利用の普及に貢献

 スギチップや、市販セルロース繊維を利用した塗料向けの微細セルロース繊維原料（FCF）の製造技術を確立する。
 FCFを用いた屋外環境に長期間耐える木材用機能性塗料を開発する。

① スギチップを用いたFCF製造技術、木材用機能性
塗料の開発
 スギチップからセルロースを取り出し、水性の木材用

塗料の原料に適したFCFを調製する方法を開発する。
 FCFを用いて塗料を調製し、耐候性等塗料としての

機能性を評価する。

② 市販セルロース繊維を用いた木材用機能性塗料の
開発
 国産材を原料として市販されている製紙用途以外

のセルロース繊維（飼料等）から、水性の木材用
塗料の原料に適したFCFを調製する方法を開発する。

 FCFを用いて塗料を調整し、耐候性等塗料としての
機能性を評価する。

期待される事業効果

■地域資源の活用による地域の活性化

・美観の維持
・メンテナンスを軽減
・木製品寿命の延長

国産材からの微小セルロース
繊維を利用した機能性塗料

木造住宅・木製品利用の促進へ貢献

→地域木材関連産業の活性化
→再造林により循環型経済へ

・CO2を吸収・固定
・水源涵養
・再生資源の供給先

CO2

国産木質系資源

低質材・製材端材

木材チップ

パルプ業界の蓄積
技術の利用
(飼料用セルロース)

塗料に利用しやすい
微小セルロース繊維

木造住宅・木製品

写真提供：日本製紙（株）
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